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近世の日本で作製された絵図のヨーロッパにおける利用 
――近年の成果をふまえた展望―― 
The utilization of early modern maps produced in Japan by contemporary European cartographers 
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Summary 
Japanese early modern maps were reproduced by contemporary European cartographers to approach the geography of Japan. However, they have 
not been studied comprehensively. The purposes of this paper are to review them and find those on which little is known. As a result, the appearance 
of the maps of Japan by Sekisui Nagakubo published since 1779 made a remarkable change in the use of Japanese maps. Before his maps, 
diagrammatic maps of Japan such as those by Ryusen Ishikawa were reproduced repeatedly as exotic illustrations. In contrast, those by Sekisui 
Nagakubo and the other new maps were scrutinized by European navigators and cartographers. Especially, the Russian navigator von Krusenstern 
revised maps of Sekisui Nagakubo comparing with the hydrographic data from European ships and compiled a new map of Japan with place 
names transliterated by the Dutch diplomat, Titsingh, and revised by the German orientalist, Klaproth.  
 



































ている（三好・小野田 2004: 58; 藤井 2009 など）。またシ
ーボルトの場合は、秘密裏に持ち出した伊能忠敬らによ
る日本図の利用に関心が寄せられてきた（蘆田・箭内



























































































































































のブロートン（William Robert Broughton 1762-1821）、ロ


















































































































































るようになっていた（上杉 2007: 45-46）。 
 そのご 1687 年になると石川流宣の「本朝圖鑑綱目」が
刊行されるようになる。これも国ごとに城下町や大名の
石高を掲載し、以後図名が変わりながらも、18 世紀まで































図 1：Imperivm Japonicvm, Adriaan Reland（レランド「日
本帝国」）,  54.5×65.8cm, 1715 年, アメリカ議会図書
館蔵（LCCN: unk81005074, Call number: G1015.C68 
1761 [in vault, volume 8, Phillips 3448]） 
 






























































































日本の東方と考えられるようになった（船越 1976: 33-40）。 
こうした考えが日本に知られたのは、スペインのノバ
イスパニア（メキシコ）総督がヴィスカイノ（Sebastián 
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「赤水図の時代」における海外での日本製図の利用に関する年表 
地図・書物の刊行 西欧諸国船の日本近海航海と地図情報 
時期（西暦） 著者、刊行地図・書物 時期（西暦） 航海者 
1779 長久保赤水「改正日本輿地路程全圖」の初版 1779 ティツィング（蘭）長崎への最初の着任 
 1780 クック（英）第 3 回航海（船長はキング） 
1786 林子平『三国通覧圖説』刊行 1787 ラペルーズ（仏）の探検航海 
 1791 アルゴノート号によるコルネット（英）の航海 
1792-3 ラクスマン（露）来航、｢松前地図｣、赤水図入手 
1796 ブロートン（英）の探検航海、「松前地図」入手 




1804 ブロートン『航海記』刊行 1804-5 レザノフ（露）来航（船長はクルーゼンシュテル
ン） 
 1805-6 （クラプロート、イルクーツクで新蔵と会う） 




























































































ン 1979: 181-191）を興味ぶかく読んだと考えられる。 
図 3：Karta ostrova Nipona i Japonskago morja.（クルーゼン
シュテルン「日本島（本州）と日本周辺海の図」） , 
43.6×43.6cm（図郭のサイズ）, Kruzenštern 1813. Atlas” k” 
putešestviju voklug” svĕta kapitana Kruzenšterna . 
Sanktpeterburg, Tab. 42, アメリカ議会図書館蔵（LCCN: 
33038062） 



































































図 4：Karta morskix” otkrytij Rossijskimi moreplavateljami 
na Tixom” i Ledovitom” morija” v” raznyv” godalxy” 
učineinennyx”. （「北太平洋におけるロシア航海者た
ちの発見地図」）, 72×121cm, 1802 年, アメリカ議会
図書館蔵（LCCN: 2009575229）, 南東部分をトリミ
ングしている. 















































































与は全く行われなかった（レザーノフ 2000: 327-360）。 
 








































































図 5： General’naja karta Japonskago gosudarstva. （新蔵・
善六訳「日本国の一般図」［図名は「一般図」よりも「総
図」とした方がよいかも知れない］）, 90×126cm，1809
年 ,  National Archives of Estonia (Tallinn) （ EAA. 
1414.2.43.Sheet 63） 
 





















明書に詳しく記載された（Krusenstern 1827: 129-188）。 
 このようにしてできあがったのが「日本帝国図」（原題：







































の 1817 年の紹介記事では（Abel- Rémusat 1817）、長久保
赤水図だけでなく、むしろ『三國通覽圖説』附録図につ
いて詳しく検討している。いずれもティツィングの収集
図 6：Carte de l’Empire du Japon（クルーゼンシュテルン「日
本帝国図」）, 91.0×（上辺: 68.0; 下辺: 61.8）cm, 上部張り
出し部分の長さは 43.2cm, Krusenstern 1827. L’Atlas de 
l’Ocean Pacifique. St. Pétersbourg, 22, アメリカ議会図書館
蔵（LCCN: 13023150）. ただし本図については、1835 年ま
での修正を受けている. 












とつづく。『三國通覽圖説』から作製した”Carte des îles Bo-











































56-57 の図 6 と図 7 を参照）。琉球についても同様で、『三
國通覽圖説』仏訳刊行前に出た雑誌論文に、クラプロー









なお、クラプロートの”Carte des îles inhabitées ou MOU 
NIN SIMA appellées aussi O GASSA WARA SIMA”（｢無人
島あるいは小笠原と呼ばれる島の図｣）は、原本に付され
たやや長い文言は省略するが、忠実な翻訳と言ってよい













































が、英国での「有用な知識普及協会」（The Society for the 












































ーズの 1855 年の測量成果（Pascoe 1972: 356）を採用し






































年のリチャーズと、1861 年のウォード（John Ward, 1825-
1896、アクタイオン号艦長）の決定した位置に合わせて
いると明記されている（山口県文書館蔵図による［小林
ほか編 2019: 47, 72-73］）。 
ここで「日本政府の地図」というのは、幕府が英国に
提供した伊能小図にあたり、すでに日本側の研究者が英












他方、Pye and Beasley（1951）は、この伊能の図と 1863








図 7：Japan: Nipon, Kiusiu, and Sikok, and a part of the coast of 
Korea. British Admiralty Chart, No. 2347.（英国海図 2347 号
「日本：本州・九州・四国・朝鮮海岸の一部」）81.9×102.7cm, 
1855 年, アメリカ議会図書館蔵（LCCN: 2015-588080）, 佐
渡と新潟付近の海岸をトリミングしている。 















することになり、早くも 1876 年刊行の英国海図 2347 号
では、日本政府の地図から編集したという注記がなくな










































リカで刊行された Colton 社の世界地図帳（1856 年刊）に
収録された「日本：本州・九州・四国・蝦夷そして日本




［LCCN: 2004629150］、ただし 1855 年刊による）。これ
から伊能図の経度表示の問題をよく理解することができ
る。円錐図法によるが、東北地方の両側にひかれた東経



































































































































































































































た地図の閲覧に際してはアメリカ議会図書館（The Library of 
Congress）、大英図書館（The British Library）、フランス国立図書
館（Bibliothèque nationale de France）､  オランダ王立図書館
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図 8：Particuliere Reyskaart over Land strekkende van Osaka, tot 
Miaco, de Zetel van den Geestelyken Keyzer van Japan, en van 
daar tot Jokaits, door Engelbert Kaempfer (Carte de la route 
par terre depuis Osacca jusqu’à Miaco et depuis Miaco jusqu’à 
Jokaitz) （ケンペル「大坂から日本の精神的皇帝の座す都
まで、またそこから四日市までの陸路特別旅行図」） ,  
30×37cm, 1740 年（ただしワルター編 1993: 203 による）, 
オランダの古地図研究家, Captain Hans D. Kok よりいただ
いた画像による. 
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